
10:30

11:00-12:00

12:00-13:00

タイトル タイトル タイトル タイトル タイトル

田子の浦港ヘドロ問
題における行政の違
法行為と法律の在り

方

田島 利恵
東京都市大学
青山研究室

東日本大震災によ
る災害廃棄物の課

題
小林 亮

東京都市大学
青山研究室

14:35-14:50

川崎市が行った「多
摩川河川敷バーベ
キュー適正利用計

画」の政策評価に関
する研究

竹森 菜津子
東京都市大学
青山研究室

岩手県葛巻町から学
ぶクリーンエネルギー
タウン実現への可能

性

岡庭 諒
東京都市大学
青山研究室

PCB処理時の問題
点と解決策 笛田 征吾

東京都市大学
青山研究室

廃棄物と温室効果ガ
スの関連性～一般廃
棄物を例にとって～

佐藤 直樹
東京都市大学
青山研究室

神奈川県の軍事施
設跡地に関する研

究
松本 圭

東京都市大学
青山研究室

17:00-18:00

奥浜名湖・活断層直
上に計画される産業
廃棄物最終処分場の

危険性と課題

小野寺秀
和・松井孚

夫

竜ヶ岩洞支
配人・奥山
地区環境保
全対策協議

会

原発事故 動物愛護・公共事業・基地 自然保護 地域/市民・バイオ・温暖化・政策 社会像・廃棄物

分科会 NO 会場:33H 会場:33K 会場:33A 会場:33B 会場:33G
座長：青木泰、斉藤 真実、村山武彦 座長：花輪伸一、森嶋 伸夫 座長：大島弘三、山本茂雄 座長：稲垣雅彦、鈴木譲 座長：坂本博之、東海林孝幸

発表者 発表者 発表者 発表者 発表者

鷹取 敦

福島第一原発に起因
する放射性物質によ
る地域汚染の実態解
明と汚染構造の把握

調布保谷線
36m公害道路
ストップの会

柳田 由紀子
西東京3・2・6号調布
保谷線建設工事差止
訴訟は最高裁へ上告

ＳＴ０Ｐ八ッ場
ダム市民ネッ

ト
鈴木 郁子

八ッ場ダム　吾妻峡
費用対効果の詐術

みやざき・市
民オンブズ

マン
野中 公彦

口蹄疫の「病原体」
は何か

ラムサール・
ネットワーク

日本
陣内 隆之

泡瀬干潟の埋め立て
再開～行政の暴走と

政治の責任

東久留米市
民川井 満

原発は造ってはな
らない、稼働しては

ならない

東京工業大
学原科 幸彦

政策選択への公共
空間での議論

２０３０年の持続可
能な経済と国家財

政
中山 弘

武田問題対
策連絡会平倉 誠

創薬研究所審査でバ
イオ災害の危険性を
解明し得ない環境ア

セスの現状

2030ビジョン

NPO自由時
間 理事長

2030ビジョン蔭木 達也
２０３０年のビジョン～
これからの「社会」の

話をしよう～

8

東京都市大学
青山研究室

東京都市大学
大学院 青山

研究室
岡崎　匠

環境ジャー
ナリスト

「ゼロ・ウェイスト」の
政策効果に関する

研究

For the lessons to be
learned from the
Past Disasters ～

Based on the Study
Tours to the Sanriku

Area

池田こみち
環境総合研究

所

「市民科学」を支える
市民ファンドとしての
高木基金の取り組み

一般社団法人
都市生活者の
農力向上委員

会

西村 ユタカ

お金に頼らない半農
半ささえあい社会のす
すめ（脱成長社会へ

向けて）

高木仁三郎
市民科学基

金
菅波 完

武田問題対
策連絡会

青柳節子・
宮澤政文

9

富山大学理
工学研究部
理学領域

横畑 泰志

尖閣諸島魚釣島の
野生化ヤギ問題と
「センカクモグラを

守る会」

東京湾三番瀬の
市民調査と保全

活動
伊藤 昌尚

日本湿地
ネットワーク
事務局長

どうする？核燃料サ
イクルと核のごみ

NPOいちか
わ地球市民

会議
齋藤 真実

米軍ヘリパッド環境ア
セスの違法性と非科

学性
花輪 伸一

沖縄･生物多
様性市民

ネットワーク

３月１１日以降の茨
城県南地域の有機
農業者としての取り

組み

大石 光伸
放射能による環境

汚染に対する「環境
行政」はあるのか？

常総生活協
同組合

まさの あつこ

武田薬品・湘南バ
イオ研究所の立地

条件

環境総合研
究所

全体討議　会場：33I （６０分）

基調講演：（青山貞一代表幹事） 会場：33I （６０分）

休憩（１５分）

日本捨猫防
止会　猫と友
達・地域猫

川井 登志子
ノラ猫、助けて！活

動報告

環境行政改
革フォーラム

事務局
鷹取 敦

震災ガレキ広域処
理に関わる亀裂の
原因・非公開の検
討会－議事録等開

示請求－
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1

アジアの浅
瀬と干潟を
守る会代表

理事

山本 茂雄
地域メディアは自然

保護活動をどう変えて
いくのか

3
諫早湾しお
まねきの会

大島 弘三 対決から対話へ
放射能汚染災害廃
棄物（がれき）の焼

却
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13:25-13:45

13:50-14:10

14:15-14:35

13:00-13:20

14:50-15:10

16:05-16:25

15:40-16:00

15:15-15:35

大島 哲也
生涯総自由時間プ

ロジェクト

八坂かっぱ
クラブ実行委

員長
綿末 しのぶ

地域での環境楽習
「八坂かっぱクラ
ブ」の実践報告

昼食

4

青木 泰

6
弁護士、ゴミ

弁連坂本 博之
茨城県神栖市の有

機ヒ素汚染事件

地球温暖化のメインシ
ステムは農耕と海洋
汚染によるCO2とメタ

ンにある

2

ジャーナリス
ト

前野町の環
境を守る会西江 智彦

住宅密集地でのペッ
ト火葬炉操業に対す

る裁判所の判断

16:30-16:50

開場・受付開始 場所：（３０分）

鶴田 真子美
福島第一原発事故
と動物保護の問題

点について

オーガニック
ファームつくば

の風（有）ス
タッフ

小林 一朗

比留間 哲生
横環南の問題点そ

の2

横浜環状道路
（圏央道）対策
連絡協議会会

長

星稜女子短
期大学沢野 伸浩

放射性セシウムの
長期的な移動予測
とホットスポットの形

成について

7 木越 清太郎
日本の11空港の現状
及び今後に関する研

究

日本海洋学
会会員阿川 琢磨

情報公開法改正に
向けた課題
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